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1 9 8 0 年代 に「 自然 学校 」と いう 名 の 組 織 が 現 れ て以 来 、自 然学 校 は 自然 の 中

で体 験 活 動を 行 う こと を 通 じて 、 人 ―自 然 ― 社会 と い う三 者 関 係の 見 直 しと 再

構築 を 目 指し て き た 。 し か しな が ら 、多 く の 自然 学 校 は自 然 の 豊か さ や 雄大 さ

とい う ポ ジテ ィ ブ な面 だ け を取 り 上 げ、 災 害 のよ う な 自然 の ネ ガテ ィ ブ な面 に

ほと ん ど 触れ る こ とは な か った 。1 9 9 5 年の 阪 神・淡 路 大 震災 を 契 機に 自 然 学校

は被 災 地 で活 躍 し 始め 、 十 分に 機 能 でき な い 行政 や 企 業に 代 わ って 、 被 災地 支

援の 主 力 の一 つ と して 力 を 発揮 し つ つあ る 。  

 こ れ ま での 自 然 学校 に 関 する 研 究 は、 主 に 「人 間 性 の育 成 」 のよ う な 発達 論

的な 教 育 学の 領 域 で進 め ら れて き た 。そ の 後 、自 然 学 校は 地 域 社会 に 注 目し 、

人を 育 て るこ と だ けで は な く、 地 域 課題 を 発 見し 、 解 決す る こ とを 試 み るよ う

にな っ た 。こ の よ うな 自 然 学校 の 社 会的 な 役 割に 関 す る議 論 も なさ れ は じめ て

いる が 、 自然 災 害 時に お け る自 然 学 校の 動 き から 見 出 され た 新 しい 社 会 的な 価

値に つ い ての 議 論 は ほ と ん どな か っ た 。こう し た 事情 か ら、「 被 災地 支 援 型 自然

学校 の 存 在意 義 と 価値 」 を 検討 す る 必要 が あ ると 考 え られ る 。  

 本 論 文 は、 新 た に出 現 し た「 被 災 地支 援 型 自然 学 校 」の 成 立 過程 に つ いて 相

互関 係 論 の視 点 を 切口 に 、 被災 地 支 援活 動 の 参加 者 を 主体 と し て捉 え 、 そこ に

現れ る 関 係性 に 注 目し た 。 そし て 、 自然 学 校 が 行 っ た 被災 地 支 援活 動 の 参加 者

への 影 響 に着 目 し て、 参 加 者と 参 加 者、 参 加 者と 被 災 地在 住 者 の関 係 が どの よ

うに 成 立 し、 維 持 され 、 展 開し て い くの か を 検討 す る こと を 通 じて 、 自 然学 校

が行 っ た 被災 地 支 援活 動 の 参加 者 へ の影 響 を 明ら か に した 。 そ して 、 被 災地 の

需要 に 応 じて 生 ま れた 被 災 地支 援 型 自然 学 校 は、 い か に被 災 地 支援 活 動 の長 期



化と 事 業 継続 を 図 るの か 、 いか に 持 続可 能 な 地域 づ く りに 貢 献 する の か とい う

二つ の 課 題に つ い て考 察 し た 。  

 ま ず 、 日本 に お ける 自 然 学校 の 現 状と 自 然 学校 に 関 する 研 究 の到 達 点 を明 ら

かに す る とと も に 、被 災 地 支援 型 自 然学 校 の 関係 者 に アン ケ ー ト調 査 と ヒア リ

ング 調 査 を実 施 し た。  

ア ンケ ー ト の結 果 分 析か ら 、 被災 地 支 援活 動 の 活動 参 加 者の 中 に は「 長 期・

継続 活 動 タイ プ 」 が多 い こ と、 「 変 化が あ っ た 」 と す る回 答 者 のう ち 半 数以 上

が被 災 地 との 関 わ りを 継 続 させ て い るこ と 、 さら に 長 期的 に 被 災地 で 活 動し て

いた 活 動 参加 者 の 多く が 現 在も 被 災 地と 継 続 的に 関 わ って い る こと が 分 かっ た 。

また 、 多 くの 参 加 者は 、 被 災地 訪 問 や被 災 支 援を 通 じ て、 被 災 地の 実 情 を理 解

し、 積 極 的に 支 援 活動 に 取 り組 ん で いる 。 さ らに 、 自 分の 考 え 方及 び 暮 らし 方

が変 わ っ た人 も お り、特 に、防 災・減 災対 策 に 対し て 関 心を 持 つ よう に な った 。  

一 方、 ヒ ア リン グ 調 査を 通 じ て、 自 然 学校 の 被 災地 支 援 活動 が 「 長期 ・ 継続

活動 タ イ プ」 の 参 加者 及 び 被災 者 、 被災 地 在 住者 の 「 当事 者 」 意識 の 形 成に 大

きな 影 響 を与 え た こと が 分 かっ た 。具 体的 に は、「 長期・継続 活 動 タイ プ 」の 参

加者 は 地 域コ ー デ ィネ ー タ ーと な り 、 被 災 地 の問 題 に 取り 組 ん で、 復 興 に貢 献

す る 傾 向 が 見 ら れ た 。 ま た 、 R Q 災 害 教 育 セ ン タ ー と の 関 わ り か ら 、 被 災 者 や

被災 地 の 在住 者 が 地域 づ く りの 理 念 や組 織 の 在り 方 等 を学 び 、 被災 地 復 興の 主

力に な る 可能 性 が ある と 考 えら れ る 。  

以 上の こ と から 、 自 然学 校 は 、 被 災 地 とい う 現 場で の 体 験を 通 じ て、 活 動参

加者 に 災 害と い う 自然 の ネ ガテ ィ ブ な面 を 認 識さ せ る と同 時 に 、活 動 参 加者 の

災害 に 対 する 心 構 え だ け で なく 、 災 害か ら 生 き残 る 能 力も 向 上 させ て い た。 さ

らに 、 自 然学 校 は 、支 援 活 動の 参 加 者と 被 災 者、 被 災 地の 在 住 者の 交 流 の促 進

を通 し て 、被 災 地 の在 住 者 たち に 地 域資 源 の 再認 識 の 機会 や 地 域問 題 の 解決 の

方向 性 を 示し た 。 この よ う に、 被 災 地の 持 続 可能 な 復 興を 目 指 す人 づ く りに 一

定の 役 割 を果 た し たと 思 わ れる 。  

 本 研 究 で は R Q 災害 教 育 セン タ ー の実 践 を 取り 上 げ 、被 災 地 支援 型 自 然学 校

が人 間 関 係の 復 興 をは じ め 被災 地 復 興に お い て果 た し た役 割 を 検討 し た 。そ の

結果 か ら 、今 後 の 自然 学 校 の支 援 活 動は 、 活 動参 加 者 及び 被 災 者に 学 習 機会 を

創出 す る 一方 で 、 被災 地 支 援型 自 然 学校 を 持 続可 能 な 地域 づ く りに 向 け た主 体

的な 学 び を促 進 す る拠 点 と して 位 置 付け る 必 要が あ る こと が わ かっ た 。  


